




























の前に r ミクロ経済学のマクロ的基礎J t乙ついて検討することが必要である。どんな「完全競争」的産業に
おいても，多くの同業者の生産計画や全体としての需要の動向を全く無視して生産計画をたてる企業は，
合理的ではない。要は企業は不完全な情報のもので行動せざるをえないということである。個別経済主体
のどのような行動がそれ自身にとって合理的となるかどうかは，彼自身がコントロールしえない外部的条
件(とくに他の多くの経済主体の行動)によって決まるのである。
このような複雑な部分と全体との関係を，われわれは企業，産業および経済全体の関係として検討して
ゆきたいと考えている。産業は企業および家計と経済全体とを結びつけるいわば中間項であり，われわれ
の産業経済研究は，このような視点に立って行われる。
本書「産業と経済』の内容は，以上のような抱負からはまだほど遠い。開学記念の論文集としては，い
たし方のないこととしてお許し願いたし、。本学会は，明昭和61年度から，機関誌として『産業と経済』を
ほぼ年 4 回程度刊行する予定である。乙れに発表される研究成果が，何ほどか日本経済および経済学の発
展に寄与するだろうことを念願して，われわれは研究を推進してゆくつもりである。
